
寺
院
に
出
現
し
た

巨
大
な
ム
ー
ン
ミ
ラ
ー

こ
の
夏
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
寺

院
で
、
先
鋭
な
ド
イ
ツ
の
現
代
美
術
作
家
レ

ベ
ッ
カ
・
ホ
ル
ン
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
人
目
を
引
い
た
。
ス
チ
ー
ル
製
の
「
ム
ー

ン
ミ
ラ
ー
」
と
タ
イ
ト
ル
が
付
い
た
大
作
で
、

人
が
最
も
多
く
出
入
り
す
る
寺
院
西
口
の
床

に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

円
形
の
鏡
面
仕
上
げ
に
し
た
表
面
が
ゆ
っ

く
り
回
転
し
て
、
の
ぞ
き
込
む
自
分
自
身
と

壮
麗
な
天
井
の
構
造
が
底
知
れ
ず
眼
下
に
広

が
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
錯
乱
を
催
さ
せ
る
。

通
常
見
る
こ
と
の
な
い
視
点
か
ら
、
一
挙
に

大
伽
藍
の
構
造
体
を
見
せ
る
、
す
ぐ
れ
て
ア

ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仕
掛
け
で
あ
り
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
を
含
め
多
く
の
人
た
ち
を

引
き
つ
け
る
好
企
画
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
の
ヘ
イ
ワ
ー
ド
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
行
な
わ
れ
た
レ
ベ
ッ
カ
・
ホ
ル

ン
回
顧
展
の
関
連
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
ロ
ン

ド
ン
シ
テ
ィ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
イ

ベ
ン
ト
と
も
な
っ
た
。
実
験
的
な
表
現
が
美

術
館
を
超
え
た
ま
っ
た
く
異
な
る
空
間
で
、

お
そ
ら
く
は
現
代
美
術
と
は
無
縁
の
お
び
た

だ
し
い
数
の
観
客
を
魅
了
す
る
抜
群
の
ア
イ

デ
ア
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
は
、
国
際
的
に
活
躍
す
る
美

術
家
が
数
多
く
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
助
成
機
関
や
会
場
等
、
彼
ら
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
シ
ス
テ
ム
も
整
い
、
ロ

ン
ド
ン
の
美
術
界
は
活
気
に
満
ち
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
最
近
の
ロ
ン
ド
ン
に
お

い
て
活
躍
が
際
立
っ
た
海
外
作
家
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
取
り
上
げ
、
美
術
館
の
活
動
と
そ

の
国
際
的
役
割
、
そ
し
て
人
的
交
流
が
何
を

も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

テ
イ
ト
モ
ダ
ン
の
刺
激
的
な

展
示
空
間
に
集
ま
る
人
々

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
寺
院
か
ら
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ

リ
ッ
ジ
を
渡
っ
て
川
向
こ
う
に
あ
る
テ
イ
ト

モ
ダ
ン
は
、
火
力
発
電
所
を
そ
っ
く
り
美
術

館
と
し
て
利
用
し
た
も
の
。
そ
れ
は
閉
じ
ら

れ
た
無
機
質
な
空
間
で
は
な
く
、
要
所
要
所

に
設
け
ら
れ
た
窓
か
ら
は
テ
ム
ズ
川
、
セ
ン

ト
ポ
ー
ル
寺
院
、
シ
テ
ィ
が
望
め
、
今
自
分
が

ど
の
時
代
の
ど
こ
に
い
る
の
か
を
思
考
さ
せ

る
巨
大
な
装
置
と
い
っ
て
い
い
。
建
築
デ
ザ

イ
ン
は
、
国
際
コ
ン
ペ
を
勝
ち
取
っ
た
ス
イ

ス
の
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
＆
デ
・
ム
ー
ロ
ン
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
２
０
０
０
年
に
開
館
し
た

テ
イ
ト
モ
ダ
ン
は
、
最
初
の
年
に
５
０
０
万

人
の
観
客
を
動
員
し
て
世
界
を
驚
か
せ
た
。

こ
の
開
館
を
誰
よ
り
も
喜
ん
だ
の
は
、
戦
後

荒
廃
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
地
元
サ
ザ
ク

の
住
民
で
あ
っ
た
。
雇
用
は
激
増
、
地
下
鉄

が
開
通
、
す
さ
ん
だ
街
は
活
性
化
し
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

テ
イ
ト
モ
ダ
ン
は
近
現
代
の
国
際
美
術
の

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
、
タ
ー
ビ
ン
ホ
ー
ル
と

い
う
誰
で
も
入
れ
る
大
空
間
が
あ
る
。
開
館

時
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
ル
イ
ー
ズ
・
ブ
ル
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過
激
な
変
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も
伝
統
的
手
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テ
ム
ズ
河
畔
の
美
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ら
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ら

井い
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け
し

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
美
術
史
家



ジ
ョ
ア
の
鉄
の
作
品
（
そ
の
ひ
と
つ
巨
大
な
ク

モ
「
マ
マ
ン
」
は
今
、
東
京
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ

に
設
置
さ
れ
て
い
る
）
以
来
、
こ
こ
で
は
毎
年

１
人
の
作
家
を
指
名
し
、
大
が
か
り
な
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
昨
年
行
な
わ
れ
た
デ
ン
マ
ー

ク
出
身
の
オ
ラ
フ
ァ
ー
・
エ
リ
ア
ソ
ン
の
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
気
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
そ
の
劇
的
な
効
果
で
人
々
を
驚
嘆
さ
せ

た
。
エ
リ
ア
ソ
ン
は
、
テ
イ
ト
モ
ダ
ン
開
館

以
来
、
最
大
規
模
の
装
置
を
据
え
つ
け
た
。

壮
麗
な
日
没
を
思
わ
せ
る
太
陽
と
、
壁
か
ら

噴
出
す
る
霧
、
そ
し
て
す
べ
て
を
写
し
出
す

鏡
の
天
井
。
テ
ー
マ
は
イ
ギ
リ
ス
人
に
日
常

最
も
身
近
な
「
気
象
」（
天
気
）
で
あ
る
。

老
人
か
ら
幼
児
ま
で
、
多
数
の
観
客
は
連

日
、
床
に
横
た
わ
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
踊
っ

た
り
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
太
陽
と
霧
、

そ
し
て
天
井
に
映
っ
た
自
分
た
ち
を
楽
し
ん

で
い
た
。
す
べ
て
の
国
民
と
、
国
境
を
越
え

た
す
べ
て
の
人
々
に
開
か
れ
た
、
国
立
美
術

館
の
一
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
あ
り
、
会
期
中

１
０
０
万
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。

テ
イ
ト
モ
ダ
ン
は
ク
ー
ル
な
カ
テ
ド
ラ
ル

と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
大
空
間
は
静
か
な
瞑

想
の
場
で
は
な
く
、
新
た
な
美
と
の
出
会
い

と
興
奮
の
空
間
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
現
代

美
術
の
作
品
が
発
す
る
音
楽
と
か
騒
音
、
観

客
の
声
と
か
足
音
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
が

美
術
館
の
重
要
な
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
タ
ー
ビ
ン
ホ
ー
ル
で
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

感
動
を
分
か
ち
合
い
、
不
思
議
な
連
帯
を
生

み
出
す
祝
祭
的
効
果
が
あ
る
。
入
場
無
料
の

タ
ー
ビ
ン
ホ
ー
ル
が
、
世
界
で
最
も
刺
激
的

な
展
示
空
間
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
こ
こ
で

定
着
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す

る
国
立
美
術
館
な
の
に
、
開
館
時
か
ら
積
極

的
に
海
外
の
作
家
を
招
へ
い
し
て
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
仕
事
を
委
嘱
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
古
い
も
の
を
生
か
し
な
が
ら

過
激
な
要
素
を
導
入
し
て
若
返
る
と
い
う
、

イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
手
法
で
も
あ
る
。

美
術
史
に
新
た
な
光
を
当
て
た

大
型
展
覧
会

蛇
行
す
る
テ
ム
ズ
川
の
先
に
テ
イ
ト
ブ
リ

テ
ン
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
こ
の
春
、
ブ
ロ
ッ
ク

バ
ス
タ
ー
（
大
量
動
員
を
見
込
む
大
型
展
）「
タ

ー
ナ
ー
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、
モ
ネ
」
展
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
２
０
０
４
年

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
立
ち
上
が
り
、
第
二

会
場
の
パ
リ
の
グ
ラ
ン
パ
レ
で
は
50
万
人
を

越
す
観
客
が
訪
れ
、
今
春
の
テ
イ
ト
ブ
リ
テ

ン
は
国
際
巡
回
展
の
最
終
会
場
で
あ
っ
た
。

欧
米
で
最
も
人
気
の
高
い
３
作
家
の
展
覧

会
は
、
興
行
的
に
は
成
功
間
違
い
な
し
の
安

遠近　7
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特集
アートが世界を変える

全
な
企
画
で
あ
る
が
、
第
一
級
の
代
表
作
を

集
め
よ
う
と
し
た
ら
至
難
の
業
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
評
価
額
た
る
や
天
文
学
的
な
数
字

と
な
り
、
海
外
巡
回
の
た
め
の
保
険
が
企
画

実
現
に
向
け
て
障
害
と
な
る
こ
と
必
至
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
タ

ー
ナ
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
Ｍ
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、
そ
し
て
フ
ラ
ン

ス
の
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
へ
の
影
響
を
テ
ー
マ

に
し
た
大
規
模
な
展
覧
会
は
前
例
が
な
く
、

美
術
史
に
新
た
な
光
を
与
え
る
も
の
と
期
待

さ
れ
た
。

実
際
、
こ
の
展
覧
会
で
出
品
さ
れ
て
い
る

印
象
派
の
命
名
と
も
な
っ
た
モ
ネ
の
「
印
象
、

日
の
出
」（
１
８
７
２
〜
３
年
）
は
、
タ
ー
ナ

ー
の
「
紅
の
日
没
―
―
川
辺
の
街
」（
１
８
３

０
〜
40
年
）
等
と
比
べ
て
み
る
と
、
限
り
な

く
タ
ー
ナ
ー
の
世
界
に
近
い
こ
と
が
納
得
で

き
る
。
モ
ネ
と
親
交
の
あ
っ
た
ホ
イ
ッ
ス
ラ

ー
は
、
テ
ム
ズ
河
畔
の
タ
ー
ナ
ー
が
住
ん
だ

家
の
近
く
に
居
を
構
え
、
タ
ー
ナ
ー
が
見
た

同
じ
風
景
を
眺
め
、
黄
昏
の
テ
ム
ズ
川
と
ロ

ン
ド
ン
を
描
き
続
け
た
。
そ
の
一
連
の
作
品

が
、
タ
ー
ナ
ー
と
モ
ネ
と
並
ん
で
陳
列
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

本
展
は
彼
ら
の
代
表
作
百
余
点
で
構
成
さ

れ
、
テ
ー
マ
は
水
、
大
気
、
光
。
水
は
川
や

運
河
で
あ
り
、
大
気

に
立
ち
上
る
水
蒸

気
、
そ
し
て
霧
で
も

あ
る
。
３
人
の
天
才

画
家
が
描
い
た
霧
に

揺
れ
動
き
微
光
に
輝

く
テ
ム
ズ
川
が
本
展

の
基
点
と
な
り
、
セ

ー
ヌ
川
、
そ
し
て
ヴ

ェ
ネ
チ
ア
へ
と
劇
的

に
展
開
さ
れ
る
。

タ
ー
ナ
ー
の
生
き

た
産
業
革
命
の
時
代
に
す
で
に
大
気
汚
染
は

始
ま
り
、
19
世
紀
後
半
に
は
深
刻
な
様
相
を

呈
し
て
い
た
。
だ
が
、
太
陽
光
が
汚
染
さ
れ
た

霧
を
通
過
す
る
と
き
、め
く
る
め
く
色
彩
変
化

が
生
じ
、こ
の
近
代
都
市
ロ
ン
ド
ン
の
特
異
な

景
観
は
モ
ネ
を
と
ら
え
て
放
さ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
晩
年
に
モ
ネ
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー

橋
や
国
会
議
事
堂
等
、
テ
ム
ズ
川
を
テ
ー
マ

に
し
た
輝
か
し
い
大
傑
作
群
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
が
、
本
展
は
そ
の
代
表
作
を
ま
と

め
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
稀
有
の
機
会
と
な

っ
た
。

優
秀
な
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と

国
際
的
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

展
覧
会
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ

の
巡
回
展
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

企
画
の
成
り
立
ち
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
を

発
想
し
た
の
は
、
西
洋
絵
画
の
主
要
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
保
持
す
る
パ
リ
の
オ
ル
セ
ー
美
術

館
で
も
ロ
ン
ド
ン
の
テ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
で
も

な
く
、
ト
ロ
ン
ト
の
オ
ン
タ
リ
オ
美
術
館
で

あ
っ
た
。
歴
史
の
厚
み
と
膨
大
な
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
背
景
と
し
な
い
カ
ナ
ダ
の
美
術
館
が

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

美
術
館
を
納
得
さ
せ
た
こ
と
が
興
味
を
引
く
。

こ
の
企
画
の
主
軸
で
あ
り
推
進
力
と
な
っ

て
い
た
の
が
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
世
界
的
権
威

で
あ
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ロ
ッ
ク
ナ
ン
で
あ
っ

た
。
持
た
ざ
る
美
術
館
の
、
学
識
的
に
も
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
傑
出
し
た
キ
ュ
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レ
ー
タ
ー
の
本
領
発
揮
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

優
秀
な
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
存
在
が
、
す
ぐ
れ

た
国
際
巡
回
展
の
実
現
に
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
タ
ー
ナ
ー
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、

モ
ネ
を
専
門
と
す
る
欧
米
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

や
学
者
た
ち
に
よ
る
国
際
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
た
。
オ
ル
セ
ー
美
術
館
（
展
覧
会
場
は
グ

ラ
ン
パ
レ
）
と
テ
イ
ト
ブ
リ
テ
ン
も
主
体
的

に
参
加
し
て
巡
回
展
が
具
体
化
し
て
い
く
。

専
門
家
集
団
の
研
究
と
緊
密
な
共
同
作
業
は

７
年
に
わ
た
っ
た
が
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
援
を
得
て
３

カ
国
の
国
家
補
償
を
取
り
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
高
額
な
保
険
料
の
負
担
か
ら
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
よ
う
や
く
宝
石
を
集
め
た
よ
う
な
こ
の

展
覧
会
は
実
現
し
た
。

欧
米
で
は
主
要
な
文
化
事
業
に
欠
か
せ
な

い
保
険
を
国
が
補
償
す
る
こ
の
制
度
は
、
日

本
で
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
日

本
の
国
際
展
に
お
い
て
、
こ
の
欧
米
の
国
家

補
償
シ
ス
テ
ム
は
、
数
少
な
い
ケ
ー
ス
（
例

え
ば
国
立
西
洋
美
術
館
で
の
「
タ
ー
ナ
ー
展
」
、

東
京
都
美
術
館
で
の
「
テ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
」
等
）
を
除
い
て
は
、
な
ぜ
か
使
用
さ
れ

た
例
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。

９
・
11
以
後
、
国
際
的
な
展
覧
会
の
保
険

料
は
高
騰
し
、
一
方
で
貴
重
な
作
品
の
借
用

料
も
吊
り
上
げ
ら
れ
、
内
容
の
す
ぐ
れ
た
大

型
展
の
実
現
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
こ
の
展
覧
会
は
、
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
高
度
な
専
門
知
識
を
も
つ
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
共
同
作
業
で
、
そ
ん
な
問
題
を
見
事

に
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
咲
い
た

極
彩
色
の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

さ
て
、
最
後
に
美
術
館
で
も
博
物
館
で
も

な
く
、
植
物
園
で
の
破
格
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
で
あ
る
。
場
所
は
ロ
ン
ド
ン
南
西

部
に
位
置
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ

ン
で
、
「
ガ
ラ
ス
の
庭
」
と
題
し
た
ガ
ラ
ス

ア
ー
ト
の
見
事
な
大
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
色
鮮
や
か
な
ガ
ラ

ス
作
品
が
、
典
雅
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
ガ

ラ
ス
建
築
内
で
植
物
群
と
共
存
し
、
ま
た
広

い
池
に
浮
か
ん
だ
た
く
さ
ん
の
彩
色
ガ
ラ
ス

遠近　7
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● 公共施設の独自性を守るイギリスの法制度

イギリス国立美術館、博物館の構造について簡単に触れてみたい。最
も古い例は大英博物館であるが、1753年に「大英博物館法」が制定
され、その存在理由、目的が明記され設立。その後、1963年に「大
英博物館法1963」により巨大化した大英博物館全体を新たに規定しな
おし、現在にいたっている。最初に法律が制定されて、博物館として
出発したことが注目される。
一方、ほかの国立美術館であるテイトギャラリーやナショナルギャラ
リーなどには、「美術館博物館法1992」という別の法律があり、国立
肖像画館、ウォーレス・コレクションとともに、その目的、組織がお
のおの明確に規定されている。各館ともにその成立の歴史、性格、目
的が異なるが、政府から補助金を受け、最高決定機関は各々の独立し
た理事会であり、入場は無料であることが共通している。基本的に美
術館、博物館の独自性、独立性が法律（Act）によってしっかり守られ
ているのである。
美術館・博物館が文化・メディア・スポーツ省（ＤＣＭＳ）の系列である
のに対して、植物学の研究機関であり園芸の殿堂でもあるキュー植物園
の所管組織は、環境・食料・地方省（ＤＥＦＲＡ）で、入場は有料である。
そして法律的には「国民遺産法1983」によって規定、保護されている。
21世紀になって、イギリス政府は「地方美術館のルネッサンス」や

「美術館・博物館と21世紀の生活」等の新しい政策を次々と発表し、
変化する時代への対応を促し、国立と地方美術館の協力、パートナー
シップ、ネットワーク化を積極的に進めているが、各館の強力な独立
性はゆるぎない。ここでは存在理由と展望がはっきりとしているゆえ、
経済性と効率を優先させた美術館の統廃合とか、管理者の変更とか、入
札制度の導入等は当面ありそうにはない。 （筆者）

大英博物館。博
物館としての存
在理由や目的ま
で、法律によっ
て明確に規定さ
れている



球
が
映
え
、
こ
の
歴
史
的
植
物
園
の
相
貌
を

変
え
て
し
ま
っ
た
。

作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

デ
イ
ル
・
チ
フ
ー
リ
。
興
味
を
引
く
の
は
植

物
や
花
の
群
れ
に
見
え
隠
れ
し
、
と
き
に
強

烈
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る
作
品
の
い
く
つ

か
が
、
「
イ
ケ

バ
ナ
」
と
か

「
ニ
イ
ジ
マ
・

フ
ロ
ー
ト
」
と

題
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

チ
フ
ー
リ
は
、

１
９
８
９
年
に

初
め
て
日
本
を

訪
れ
、
生
け
花

に
出
会
う
。
と

り
わ
け
植
物
の

生
命
力
と
水
を

た
た
え
る
花
器

と
の
絶
妙
な
関

係
性
に
衝
撃
を

受
け
、
「
イ
ケ

バ
ナ
」
と
題
さ

れ
た
独
自
の
形

態
が
生
み
出
さ

れ
て
い
っ
た
。

伊
豆
諸
島
の
新に

い

島じ
ま

で
は
、
漁
業
用
ガ
ラ
ス
の
浮
き
球
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
そ
れ
は
一
連

の
「
ニ
イ
ジ
マ
・
フ
ロ
ー
ト
」
の
制
作
に
導

か
れ
る
。
大
温
室
内
は
高
温
多
湿
で
あ
り
、

植
物
が
放
つ
濃
厚
な
匂
い
が
た
ち
こ
め
て
い

る
。
時
間
の
推
移
と
と
も
に
変
化
す
る
自
然

光
、
温
度
、
湿
度
、
芳
香
、
そ
し
て
チ
フ
ー

リ
作
品
と
共
鳴
す
る
色
彩
の
乱
舞
は
眩
暈
を

誘
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
規
模
の
大
き
さ
、
複
雑
な
構
造
、
鮮

や
か
な
色
彩
効
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
フ

ー
リ
の
制
作
方
法
は
吹
き
ガ
ラ
ス
と
い
う
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の
、
極
め
て
伝
統
的
で
素
朴
な

も
の
で
あ
る
。
古
い
伝
統
工
法
と
、
歴
史
が

重
層
す
る
環
境
を
徹
底
的
に
生
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
展
開
を
試
み
る
。
そ
れ
が
今
回
の
チ

フ
ー
リ
と
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
よ
る
「
ガ
ラ

ス
の
庭
園
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
青
年
期
に

学
ん
だ
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
絢
爛
、
そ
し
て
日
本

の
様
式
美
が
融
合
し
て
、
こ
の
キ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
し
か
あ
り
得
な
い
大
規
模
な
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
壮
大
な
企
画
は
伝
統
的
キ
ュ
ー
植
物
園

の
概
念
を
変
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
展
示
の

ス
ケ
ー
ル
、
国
際
性
、
奇
抜
さ
、
自
然
と
ア

ー
ト
に
対
す
る
深
い
問
題
提
起
等
、
そ
の
革

新
性
で
従
来
の
美
術
館
や
博
物
館
へ
の
す
ぐ

れ
た
挑
戦
と
も
な
っ
た
。

＊

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
河

畔
に
あ
る
美
術
館
の
、
果
敢
な
試
み
と
変
貌

を
足
早
に
見
て
き
た
。
外
国
作
家
な
ら
で
は

の
切
り
口
を
も
つ
ホ
ル
ン
や
エ
リ
ア
ソ
ン
、

そ
し
て
チ
フ
ー
リ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
す
ぐ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
企

画
が
文
化
や
言
葉
の
差
異
を
超
え
て
人
々
を

結
び
つ
け
、
連
帯
感
や
祝
祭
性
も
創
出
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
た
。

会
場
が
美
術
館
を
超
え
る
こ
と
に
よ
り
、

普
段
は
美
術
と
無
縁
な
多
く
の
人
々
に
も
現

代
の
魅
力
的
な
美
術
に
触
れ
合
う
機
会
を
与

え
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
担
当

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
会
場
の
性
格
や
歴
史
を
鋭

く
読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
展
覧
会
の
新
し

い
地
平
が
開
け
る
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
タ
ー
ナ
ー
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
、

モ
ネ
」
展
は
、
今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー

の
あ
り
方
と
有
効
な
戦
略
に
つ
い
て
、
ま
た

美
術
館
が
緊
密
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
明
か
し
、
こ
れ
は
日

本
の
展
覧
会
状
況
に
も
大
い
に
示
唆
す
る
も

の
が
あ
っ
た
。a
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デイル・チフーリ「ガラス
の庭園」
世界を代表する植物園のキ
ューガーデンに、ガラス製
の不思議の植物が飾られて
いる。来年１月15日まで

特集
アートが世界を変える


